
国道252号あいよし橋雪崩流失等に係る

南会津地方対策本部会議【第２回】

資 料

福島県南会津建設事務所
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至 会津若松市

至 新潟県柏崎市

国道２５２号

位 置 図

あいよし橋

只見町田子倉地内

出逢橋

田子倉ダム

① 位置図・写真
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あいよし橋付近の航空写真

あいよし橋

平成20年5月16日撮影

至 会津若松市

至 新潟県柏崎市

出逢橋

① 位置図・写真

3



令和４年３月１１日の現地調査写真

あいよし橋

至 会津若松市

至 新潟県柏崎市

撮影日：令和４年３月１１日

出逢橋

① 位置図・写真
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あいよし橋 平面図・側面図

平成14年度完成
橋梁形式：３径間連続鋼方杖ラーメン橋
橋 長：L=93.0m
全 幅：W=9.2m

至 会津若松市至 新潟県柏崎市

至 会津若松市
至 新潟県柏崎市

② あいよし橋の被害状況等について

5



撮影日：平成２８年１０月２８日

～あいよし橋の流失前と流失後の写真～

至 会津若松市

至 新潟県柏崎市

至 会津若松市至 新潟県柏崎市

橋台
橋台

あいよし橋

撮影日：令和４年３月１１日

＜第１回会議資料＞

② あいよし橋の被害状況等について

6



～あいよし橋の流失後の写真～

至 会津若松市

至 新潟県柏崎市

至 会津若松市 至 新潟県柏崎市
橋台

橋台

あいよし橋の残骸

撮影日：令和４年４月２０日撮影日：令和４年４月２０日

② あいよし橋の被害状況等について
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あいよし橋

旧道

至 会津若松市

至 新潟県柏崎市

③ あいよし橋付近の旧道について

 あいよし橋付近に旧道がある
 平成１４年度あいよし橋完成後は、使用されていない
 あいよし橋旧道の除雪状況については、次ページ以降のとおり

撮影日：平成２０年５月１６日

あいよし橋

旧道

至 会津若松市
至 新潟県柏崎市

撮影日：平成２９年４月５日提供元：新潟県魚沼地方振興局地域整備部

※直近の航空写真(H29.4.5)は降雪があり旧道が判別できないため、過年度(H20.5.16)の写真も添付

出逢橋

出逢橋

写真Ａ 写真Ｂ
写真Ａ 写真Ｂ
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③あいよし橋付近の旧道について
～除雪状況～

至 会津若松市

至 新潟県柏崎市

撮影日：令和４年４月６日

写真Ａ 写真Ｂ

撮影日：令和４年４月６日

至 会津若松市

至 新潟県柏崎市
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至 会津若松市

至 新潟県柏崎市

撮影日：令和４年４月２０日

 旧道部の除雪が完了
 路面状況や周辺状況を確認した結果、旧道利用は可能
 ただし補修（路面補修・ガードケーブル）が必要
 雪解け後の法面の確認が必要

路面補修が必要

至 会津若松市

至 新潟県柏崎市

撮影日：令和４年４月２０日

写真Ａ 写真Ｂ

③あいよし橋付近の旧道について
～除雪状況～
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③あいよし橋付近の旧道について
～除雪、路面状況～

至 会津若松市

至 新潟県柏崎市
至 会津若松市

至 新潟県柏崎市

撮影日：令和４年４月２０日

撮影日：令和４年４月２０日

 旧道部の除雪が完了
 路面状況や周辺状況を確認した結果、旧道利用は可能
 ただし補修（路面補修・ガードケーブル）が必要

ガードケーブルの補修が必要

写真Ａ 写真Ｂ
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平成15年度完成
橋梁形式：単純合成桁橋
橋 長：L=40.0m
全 幅：W=9.2m

至 会津若松市至 新潟県柏崎市

至 会津若松市
至 新潟県柏崎市

出逢橋 平面図・側面図

④ 出逢橋の被害状況等について
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高欄の曲がり

～出逢橋の被災写真～

至 会津若松市

至 新潟県柏崎市

至 会津若松市至 新潟県柏崎市
高欄

撮影日：令和４年４月６日
撮影日：令和４年４月６日

橋桁

④ 出逢橋の被害状況等について
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崩雪により損傷した出逢橋において、下記の項目にて通行の可否について試験を行う。

1 .雪崩被災を受けた後の、橋梁の健全度の確認
2 .耐荷力の確認
3 .応力計算による結果と実載荷試験との応力の比較による健全度の確認

④ 出逢橋の被害状況等について ～出逢橋載荷試験概要～

■崩雪被災における主な損傷
①Gl桁（山側）およびG1-G2間の対傾構の変状【写真１，2】
②G1桁部の支承の損傷【写真3】
③G1側（山側）防護柵の変状【写真4】

■載荷試験の目的

写真1：G1桁変状 写真2：G1桁変状（拡大）

G1桁 G2桁 G3桁

G4桁山側

山側

山側

G1桁

写真3：支承損傷 写真4：防護柵変状

山側

道路規格：第3種 第3級
設計速度：V=30km/h

橋 長：L=40. 00m

幅 員：W=8.0ｍ
橋梁形式：鋼単純合成鈑桁橋(4主桁）
竣 工：2003年3月

【出逢橋諸元】

全景写真
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載荷試験により、計測したひずみにより主桁、床版の発生応力度を算出し、設計値
との対比を行い、主桁の耐荷力と床版の健全度を評価する。

■載荷試験方法
①載荷方法は、20tダンプ1台を支間中央に載荷する。
幅員方向の載荷位置は以下に示す2ケースを行う。

■耐荷力照査

②主桁（上フランジ、下フランジ）、
コンクリート床版に貼付したひずみ
ゲージを用いてひずみを測定する。
ひずみゲージの設置位置は、右図に示す。
設置箇所数：9箇所（G2-G4）

横断方向載荷位置

縦断方向載荷位置

評価した結果に基づき、本橋への通行可否を判断する。
※国土交通省や土木研究所の専門機関による現地診断を４月２７日に実施し、
専門知識に基づいた助言をいただく。

RC床版

下フランジひずみゲージ位置

上フランジひずみゲージ位置

RC床版ひずみゲージ位置

④ 出逢橋の被害状況等について ～出逢橋載荷試験概要～
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発
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⑤ 発生した雪崩について

Ａ Ｂ
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⑥ 今後の対応等について
R3.12月～R4.2月 3月 ４月 ５月 6月

(1)迂回路の確保

冬期通行規制

雪崩被害把握

除雪作業（法面の残雪確認）

旧道利用の可否や周辺状況の調査・
確認

旧道の迂回路整備

(2)専門技術者による調査

耐荷力試験と解析

(3)本復旧

航空測量・雪崩等
各種調査の実施

(4)対策本部会議の
開催時期

3/14～4/22(宮渕～あいよし橋手前)

3/4：電源開発 3/11：福島県

12/1～

4/23～4/28(県境まで)

4月以降：航空測量・調査設計業務に着手

3/16：第1回 4/28：第2回

4/28：あいよし橋の旧道利用が可能

旧道の迂回路整備

4/6：福島県

あいよし橋 出逢橋

4/8～4/28(旧道除雪)

4/27：国総研・土研

①

6月中旬予定：第3回

5/10～5月下旬（耐荷力試験と解析）

5月下旬：出逢橋
利用可否を判断

5月中旬～6月中旬

（①迂回路となる旧道の状況・②出逢橋の損傷の状況など）

②

3/22～航空測量

5月上旬～雪崩調査・対策工法の予備設計

斜面状況の確認
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